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≪高知訪問の報告≫（旅程＝2014 年 3 月 27 日～29 日） 

◆今回は、夏（秋）の定例訪問だけでなく、少しでも松田氏の刺激になるべく、訪問機会を増やそ

うと決めて最初の企画。大々的には呼びかける時間がなかったものの、参加者は 4 人となった。昨

年秋の訪高団にも参加の井上さん（Ⅱ教育）と、松田氏と同じクラスであった笠原さん、小野さん

と一人だけ男性の私。松田氏のクラスメイトの参加は、初めてかも知れません。 
（写真は羽田空港出発カウンター前で“お茶”タイム） 

3 月 27 日（木）お昼前、羽田空港から

高知竜馬空港へ。松田氏と車いすも乗せ

られるように予約した 3 シートのレンタ

カー（トヨタ・アイシス）で出発。高知

市へ向かう途中のスーパー・サニーアク

シス南国店内の食堂（「一汁三菜食堂」）

で、あれこれとおかずを選びながら遅め

の昼食後、32 号線を松田氏から連絡があ

ったリハビリ施設（レッツ倶楽部）へ向

かう。 
 松田氏が週 2 回通うようになったこの

施設では、スポーツジムにあるような数

種類の筋力維持・強化用のトレーニン

グ・マシンの前に利用者たちが椅子に座って順番を待っている。次から次へと機械を使えるのでは

なく、待機時間の方が長いようだ。インストラクターの皆さんは男女とも若い。 
しばらく様子を見て、松田氏のメニューが終わる時間にまた訪ねることにして、近くの商業施設

が集合しているところまで移動。ユニクロやダイソーを覗いて松田氏に残すメモ用にポスト・イッ

ト（付箋）を買い、マクドナルドでお茶しながらダベリング。 
 １時間後に施設に戻り、松田氏はウィール社に戻らなくてもよいというので、ホテルにチェック

インしてから夕食ということで、高知市内へ。 
 
 ●トイレは、「身障者対応」でないと、思いのほか大変なのです 
 ホテルのチェックイン前、松田氏がホテル 1 階の男性用トイレで所用。洋式便座だから大丈夫と

思っていたが、なかなか出てこない。個室のドアを開けて車いすから便座に身体を移す時に、手で

身体を支えるための手すりや握りバーがないため悪戦苦闘していたそうで、そこまで気がつかなか

ったことを恥じるとともに、車いすで利用できる場所の事前リサーチの必要性を実感した。 
 
 ●「ひろめ市場」で、松田氏の“サバの頭完食事件” 
 夕食場所は、松田氏が以前に利用した高知新聞社ビル地下の店を勧めるので、車いすを押しなが

ら向かうが、階段利用では無理とわかり、すぐ近くの観光客にも有名な、飲食店が密集する「ひろ

め市場」に移動。これまでの体験では早い時間なら席が取れたはずなのに、午後 6 時半の時点で家

族連れも含めて満杯状況。 
 広い会場をぐるぐる回りながら、何とかテーブルを相席で確保して、「懇親会」の始まり。すぐ

近くの店に発泡酒のジョッキと揚げ物を注文し、井上さん、笠原さんが会場を探索しておつまみや

食料を調達し、徐々に盛り上がる。大きな肉厚のサバの姿寿司は、残念ながら寿司飯に芯が残って
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いたのは減点。笠原さんは高知の日本酒に目が行き「土佐鶴」「美丈夫」の冷えた 2 合瓶をゲット。

どれもおいしくて、かつ安いのに皆、満足感いっぱい。 
松田氏はジョッキ 2 杯で、普段より多いアルコールに心配したものの、問題なし。でも、やんわ

りと熟女 3 人が止めるのも何のその、目玉 1 個を残してサバの頭を全部食べてしまったのは、アル

コールがなせる技か!? はたまた熟女連の魅力への反抗か!? 
 おいしい食物と学生時代などのあれこれの話で楽しく過ごし、あっという間に午後 9 時になって

しまったため、松田氏がよく利用する南国市のタクシーを呼んでお見送り。運転手さんは親切てい

ねいで、車いすをトランクに収めて発車。 
 一人減って、何となく背負ったものが軽くなり、飲み足りないわけではないものの、ホテルを通

り越して居酒屋で、少し口直し。両手に 3 輪の花状態で何を話したのか私の記憶はあいまいだが、

気を使わない心地よい思いで時間を過ごした感覚だけは共通（と思う）。 
 
 ●ウイール社の所長と面談、松田氏の現状と課題（今後）を聞く 
 2 日目午前、私たちが訪ねるということで急きょ実現した福祉作業所の土佐厚生会・ウィール社

の所長（長尾恭代さん）との面談の要点を以下に列記する。 
・松田氏は入所から 16 年になるが、学生時代に受けた頭の負傷と加齢により、最近は歩行機能が

低下してきている。杖での歩行から車いすになっているが、杖ではバランスを崩しての転倒が心

配だ。 
・日常生活はできていたが、1 年くらい前から自室のトイレ清掃や大物の洗濯が困難になっている

し、入浴も時間がかかるようになっている。昨年から「要支援 2」。昨年から、介護保険ではなく

福祉の制度から、日常生活の自立を維持するためにヘルパーが派遣されている（週 1 回、部屋の

清掃補助など）。 
・入居している「コーポラスこくふ」は、日常生活自立、集団生活ができることが条件で、次の段

階の「要介護 1」になると、退室となる。 
・今年 7 月に心身状態の見直し（半年ごと）がある。 
・リハビリ（週 2 回）で機能維持を図っているが、「物忘れ」が出てきていることが心配。平日は

自己導尿や身づくろいをして朝 8 時 30 分にウィール社に出勤だが、ここのところ月に数回、遅

刻がある。寝ていて 1 時間遅れの時もある。年齢のため疲れやすさが出てきているのだろう。 
・「こくふ」を出ることになると、ウィール社へ通うこともできなくなるのではと思う。 
・住居は、公的扶助を使える限度額があり、施設は限定される。地域包括センターのケアマネージ

ャーに申し入れて見学にも行ったが、具体的な候補は見つかっていない。 
・担当ケアマネは、南国市の社会福祉協議会の岩本氏が担当してくれている。 
・現状を踏まえて、心身の機能維持のため、リハビリなどに努力する課題について、松田氏も理解

しているので、一緒にがんばっていきたい。 
  なお、ウィール社に通う男女 24 人のうち 66 歳が一人おり、65 歳の松田氏は上から 2 番目とい

うことであった。 
 
 ●歴史民俗資料館と、紀貫之の住居跡探し、高知工科大学近くの桜見物と大忙し 
 2 日目は、桜満開の高知ということもあって、桜見物を接待するという松田氏に従って 11 時頃

に松田氏の部屋（コーポラスこくふ）を出発。松田氏の旧住居「かんちくの里」に向かい、レンタ

ル解除予定の電気温水器が屋外にあることを確認し、窓を開けて風を通す。外に廃棄する物と思わ

れる資材などがあるため、管理委託の渡辺氏と地元の後援会の担当者に後ほど連絡することにした。 
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ほど近いところにある県立の歴史民俗資料館は立派な建物だが、桜は沿道にあり、降りずにＵタ

ーンして昼食場所を探しに「かんちくの里」近くの道の駅「南国風良里」に向かう。ランチを食し

た後、松田氏が紀貫之の住居跡が公園になっているから見せたいと言い出したため、道の駅で場所

のヒントを聞いて向かうものの、案内板はなく農道みたいな細い道の連続のため、近くまで来たこ

とは確実ではあるが断念し、高知工科大学を目指す。 
大学の横の鏡野公園は確かに桜の名所で、300 台収

容の駐車場は車でいっぱいで、「金曜の午後でこれだ

けの人がいると土・日は？」「平日なのに、高知の人

は休んで来ているのだろうか？」と車内に？マーク

が飛び交う。 
 
 ●敷きパットと枕カバー、ＢＳ視聴のための機器

など買い物 
 井上さんの指揮で松田氏のベッドを点検した結果、

シーツなどの交換が必要と判定が下ったため、道中

で敷きパット、枕カバーを購入し、さらに松田氏希

望のＢＳ放送を見るための分波器や期限切れのパソ

コンのウィルスチェックソフトなども山田電器で買

う。車いすを出したり収めたりは面倒なので、松田

氏は乗車したままだが、本人も素直に納得してくれ

た。 
 
 ●一応、桂浜にも行って坂本竜馬の像に会ってき

ました 
 途中、支える会「高知支部」の中島氏から電話が入り、夜の懇親会会場を彼がせっかく確保して

くれた店から参加者が気に入った「ひろめ市場」に変更。テーブルの予約に苦労をかけてしまった。 
 夜の場所の確認ができたので、桂浜へ向かう。坂本竜馬の大きな像のある丘の上まで車いすを押

して上がり、太平洋のきれいな海を眺め、少しリフレッシュ。 
 

 ●「ひろめ市場」を予約してもらい、

中島氏も参加してさらに盛り上がる 
 ひろめ市場は、昨日より早い午後 6 時

なのに、既に満杯。4 人の間で「高知の

人は残業しないのかね？」「いやいや、

これはいいことです」というやりとりが

…。 
 この日は高知人同席ということから、

注文メニューが一新。藁で表面を焼いた

カツオのたたきは塩をまぶしてある「塩

たたき」で、“うまい”という言葉しか

出てこない。しかも、厚みがすごい。カ

ツオの刺身も同じで、東京のスーパーに
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並ぶのと比べると２～3 倍近くか。食する笑顔を写真に記録したことは言うまでもない。「どろめ」

「うつぼ」もテーブルに並んだ。 
 松田氏は、本日もジョッキ 2 杯で、握り寿司も平らげた。 
 兄弟のご不幸で葬儀翌日にも関わらず参加してくれた中島氏を含めた懇親会の内容は、「初めて

の高知だが、おいしい、楽しい」という参加者の別途の報告に譲りたい。 
 松田氏のタクシーを見送った後、すぐ近くの高知城に夜桜見物でライトアップされた天守閣近く

まで 4 人で登る。女性陣のどなたかは日本酒の瓶を抱え、私はプラカップを持ちながら。 
城内は桜の木の下などに大勢の

人。上野公園と違って、グループ

のマナーはとても良く、観光の若

いカップルも目立ち、記念写真の

ボタン押しのリクエストが何組も

あり、こちらも何となく嬉しい空

気に浸ったひと時を過ごした。 
 
 ●パソコンは、ホテルで設定。

溜まっていた更新データもインス

トール 
 松田氏のパソコンの設定し直し

は時間がかかるため、私のホテル

の部屋に持ち込んで夜に作業。各

種設定に伴う「更新データ」の取

り込みが、風呂に入っている間にまとめてアップロードできるかと思っていたら、とんでもない。

ウィルスチェックソフトの新規導入も、旧製品の削除後にあれこれと要求が出て、複雑な手間では

ないものの時間がかかり、その他の更新データも「インストール」と「再起動」の繰り返しで多少、

睡眠不足なり。 
 
 ●3 日目は、牧野植物園で食事と見学も 
 最終日は、初めての高知訪問のメンバーもいることから、中島氏のプランで県立の牧野植物園の

見学となった。 
私が松田氏の部屋で、ＢＳ放送も視聴できるようにテレビに分波器を取り付け、作動不良の乾燥

機の買い替えリクエストには、フィルターの清掃と取り付け直しで復旧できたので、当面これでし

のいでもらうことにして、松田氏と 2 人で皆を追いかける。 
 午後 2 時にヘルパーさんが来るということで時間が限られてしまい、植物園のレストランで食事

しただけで松田氏は中島氏の車で、降り出した雨の中をあわただしく帰宅。 
 有名な牧野植物園は、さすがという規模で山全体が敷地であった。駆け足ではなく、半日以上か

けてまた訪ねたいと参加者の声も。 
 お土産は、岐路のスーパーで各人が仕入れ、土曜の午後 6 時過ぎに無事に羽田空港まで帰ってき

た。お疲れさま!! 
  （今回の経費は、別紙の会計報告を参照して下さい。） 

（山田幹夫） 
 


